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今
年
度
か
ら
さ
ら
に
新
た

な
２
つ
の
協
力
講
座
が
始
ま

っ
た
。

一
つ
は
、
朝
日
新
聞
社
と

提
携
し
た
「
科
学
と
メ
デ
ィ

ア
」
だ
。
前
期
１５
回
が
ち
ょ

う
ど
７
月
で
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
。
毎
回
の
講
義
テ
ー
マ
の

一
端
を
紹
介
す
る
と
、
福
島

原
発
事
故
を
考
え
る
「
被
ば

く
、
除
染
…
…
復
興
は
可
能

か
」
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
ゆ
く
え
」
。
環
境
報

道
を
め
ぐ
る
「
地
球
温
暖
化

―
―
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
」
。
子
宮
頸
が
ん
を
題
材

に
医
療
報
道
を
考
え
た
「
ワ

ク
チ
ン
―
―
効
用
と
副
作

用
」
、
さ
ら
に
は
「
Ｉ
Ｔ
と

監
視
社
会
」
な
ど
、
間
口
は

広
い
。
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
報
道
を
考
え

る
」
の
回
も
あ
っ
た
。

授
業
で
は
学
生
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
討
議
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
、

毎
週
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ

ー
パ
ー
に
は
質
問
や
感
想
、

「
浪
江
や
南
相
馬
に
行
っ
て

み
よ
う
と
思
う
」
と
い
っ
た

積
極
的
な
声
が
目
立
っ
た
。

学
生
の
関
心
は
強
く
、
授
業

へ
の
満
足
度
も
高
い
。
現
代

で
は
科
学
ニ
ュ
ー
ス
は
注
目

の
的
、
「
科
学
は
事
件
」
な

の
だ
。

今
年
度
の
後
期
か
ら
始
ま

る
も
う
一
つ
の
協
力
講
座

は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
論
」。「
東
京
新
聞
・

東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
（
中
日

新
聞
社
）
」
と
の
提
携
だ
。

東
京
新
聞
、
東
京
中
日
ス
ポ

ー
ツ
の
現
役
記
者
や
編
集
委

員
が
い
ま
、
講
義
を
準
備
し

て
い
る
。

社
会
も
報
道
も
日
々
変
化

す
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
現
場

の
息
吹
を
感
じ
ら
れ
る
実
践

的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
教
育

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。（
藤
森
研
）

２
０
１
０
年
度
に
文
学
部

に
生
ま
れ
た
人
文
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
学
科
は
、
学
生
た

ち
が
実
践
的
に
メ
デ
ィ
ア
に

つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、
新
聞

社
な
ど
と
提
携
し
て
、
現
役

記
者
ら
に
教
室
で
講
義
を
し

て
も
ら
う
「
協
力
講
座
」
を

開
講
し
て
き
た
。

初
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
の

は
５
科
目
。
読
売
新
聞
社
と

提
携
す
る
「
政
治
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
論
」
で
は
、
日
本
の

政
治
を
間
近
に
見
て
い
る
政

治
記
者
た
ち
が
報
道
の
裏
側

な
ど
を
語
っ
て
い
る
。
日
本

写
真
家
協
会
と
提
携
し
た

「
報
道
写
真
論
」
は
、
著
名

な
写
真
家
が
交
代
で
講
師
に

な
り
、
た
と
え
ば
長
倉
洋
海

氏
や
大
石
芳
野
氏
が
講
師
だ

っ
た
。
毎
日
新
聞
社
と
提
携

す
る
「
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
論
」
は
、
特
派
員
経
験
者

が
毎
週
交
代
で
講
義
に
来

て
、
最
新
の
世
界
の
現
状
や

そ
の
報
道
を
話
し
て
い
る
。

作
家
の
集
ま
り
の
日
本
ペ

ン
ク
ラ
ブ
と
提
携
し
た
「
言

葉
と
メ
デ
ィ
ア
」
の
講
師

は
、
作
家
や
映
画
監
督
た
ち

だ
。
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
と
提

携
し
た
「
沖
縄
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
論
」
は
、
毎
夏
、
沖
縄

で
集
中
講
義
を
す
る
。
普
天

間
や
辺
野
古
を
視
察
す
る
ほ

か
、
米
海
兵
隊
幹
部
や
大
田

昌
秀
元
知
事
に
も
直
接
話
を

聞
き
、
沖
縄
の
基
地
問
題
を

実
感
的
に
学
ん
で
き
た
。

い
ず
れ
の
協
力
講
座
も
、

学
生
た
ち
に
は
た
い
へ
ん
好

評
だ
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
授
業
を

通
し
て
、
外
国
の
学
生
の
感

性
が
分
か
っ
た
。
題
材
を
よ

り
多
面
的
に
捉
え
る
こ
と
が

で
き
た
―
―
。

日
本
の
古
典
か
ら
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
ま
で
を
学
ぶ
文
学

部
日
本
文
学
文
化
学
科
の
板

坂
ゼ
ミ
（
指
導
・
板
坂
則
子

教
授
∥
江
戸
期
文
学
文
化
）

は
２
０
０
４
年
か
ら
、
海
外

の
大
学
と
「
ネ
ッ
ト
会
議
」

の
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
で
結

び
、
合
同
授
業
や
遠
隔
授
業

を
行
っ
て
い
る
。
相
手
国
・

地
域
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、イ
タ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
、
韓
国
、台
湾
な
ど
。

板
坂
教
授
は
こ
の
授
業
か
ら

「
自
分
の
伝
え
た
い
も
の
を

過
不
足
な
く
伝
え
、
相
手
の

話
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
て

さ
ら
な
る
問
題
へ
と
広
げ
て

い
け
る
か
を
考
え
て
ほ
し

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
て
ほ
し
い
」
と

学
生
た
ち
に
期
待
す
る
。

６
月
１０
日
に
は
、
板
坂
ゼ

ミ
生
４５
人
が
参
加
し
て
台
湾

の
輔
仁
大
学
日
本
語
文
学
系

の
１９
人
（
指
導
・
楊
錦
昌
副

教
授
）
と
合
同
授
業
が
行
わ

れ
た
。
台
湾
の
大
学
と
の
ネ

ッ
ト
授
業
は
初
の
開
催
。
そ

の
模
様
を
板
坂
ゼ
ミ
生
に
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
。

今
回
の
ネ
ッ
ト
授
業
の

統
一
発
表
テ
ー
マ
は
「
現

代

に

お

け

る

古

典

表

象
」。

輔
仁
大
が
発
表
し
た
の

は
「
世
阿
弥
の
代
表
作
で

あ
る
能
『
井
筒
』
か
ら
見

る
『
夢
幻
能
』
」
と
「
藤

原
定
家
の
恋
歌
」
で
あ
っ

た
。
ど
ち
ら
も
古
典
文
化

を
中
心
に
研
究
、
考
察
し

た
も
の
で
、
「
定
家
の
恋

歌
」
の
発
表
は
、
『
新
古

今
和
歌
集
』
に
入
集
さ
れ

て
い
る
１３
首
の
恋
歌
全
て

に
着
目
、
特
徴
を
捉
え
た

う
え
で
定
家
が
表
現
し
た

妖
艶
な
美
的
世
界
に
つ
い

て
研
究
し
た
も
の
だ
。

日
本
人
で
あ
る
定
家
の

美
学
を
輔
仁
大
の
学
生
は

「
余
情
妖
艶
」
と
表
現
し

た
。
私
は
、
台
湾
人
の�
恋

愛
�
に
対
す
る
感
性
が
日

本
人
と
ど
こ
か
違
う
の
で

は
と
思
い
、
「
１３
首
の
恋

歌
が
全
て
、
う
ま
く
い
か

な
い
恋
、
自
身
を
悩
ま
せ

る
恋
を
描
い
て
い
ま
す

が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

何
か
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
」
と
質
問
し
た
。

輔
仁
大
生
は
�
苦
悩
の

恋
�
が
持
つ
歌
の
意
味
は

明
確
に
は
分
か
ら
な
い
と

答
え
て
く
れ
た
。
私
は
国

に
よ
っ
て
恋
愛
観
の
違
い

や
捉
え
方
の
違
い
が
あ
る

こ
と
を
実
感
し
た
。
し
か

し
、
彼
ら
は
、
定
家
が
描

い
た�
苦
悩
の
恋
�
を
「
余

情
妖
艶
」
と
し
た
の
は
、

�
苦
悩
の
恋
�
が
持
つ
美

し
さ
や
日
本
人
が
抱
く
恋

愛
観
に
少
な
か
ら
ず
共
鳴

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思

う
。一

方
、
板
坂
ゼ
ミ
は

「
『
自
然
崇
拝
』
と
『
お

正
月
』
」
に
つ
い
て
発
表

し
た
。
自
然
崇
拝
で
は
、

宮
崎
駿
監
督
の
ジ
ブ
リ
映

画
『
も
の
の
け
姫
』
を
一

例
と
し
て
挙
げ
た
。
輔
仁

大
の
学
生
は
、
全
員
ジ
ブ

リ
映
画
を
見
た
と
言
っ
て

お
り
、
海
を
隔
て
た
台
湾

で
も
私
た
ち
と
同
年
代
の

学
生
が
ジ
ブ
リ
映
画
に
親

し
み
を
感
じ
て
い
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
っ
た
。

お
正
月
に
つ
い
て
の
発

表
で
は
、
お
せ
ち
料
理
を

い
く
つ
か
紹
介
し
た
。
そ

の
中
の
だ
て
巻
き
を
見
た

輔
仁
大
の
学
生
の
一
人
が

「
ス
イ
ス
ロ
ー
ル
（
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
）
に
似
て
い
る

が
、
違
い
は
何
で
す
か
」

と
質
問
し
た
。
だ
て
巻
き

を
知
ら
な
い
人
に
は
、
そ

れ
が
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
に
見

え
る
と
い
う
こ
と
が
、
日

本
人
の
私
に
と
っ
て
は
奇

想
天
外
で
、
興
味
深
か
っ

た
。今

回
の
ネ
ッ
ト
授
業

で
、
台
湾
の
学
生
の
感
性

や
素
直
な
意
見
を
知
り
、

大
い
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
一
つ
の
題
材
を
、
国

を
超
え
て
よ
り
多
面
的
に

捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
だ
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
む
現
代
で
、
こ

の
よ
う
な
体
験
は
と
て
も

貴
重
で
あ
り
、
今
後
の
大

学
生
活
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

文学部人文・ジャーナリズム学科
協力講座一覧

講座名（新聞社・団体名）

国際ジャーナリズム論

（毎日新聞社）

政治ジャーナリズム論

（読売新聞社）

沖縄ジャーナリズム論

（沖縄タイムス社）

報道写真論（日本写真家協会）

言葉とメディア

（日本ペンクラブ）

科学とメディア（朝日新聞社）

スポーツジャーナリズム論

（中日新聞社）

開始年

２０１０年
★人文・

ジャーナ
リズム
学科誕生

２０１４年

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科

日
本
文
学
文
化
学
科
・
板
坂
ゼ
ミ

リアルタイムネット授業

好評！ メディア協力講座好評！ メディア協力講座

▲ 報道写真を示しながら講義＝日本写真家

協会（講師は山本皓一さん）

台湾の学生と初

「
文
学
の
感
性
が
伝
わ
っ
て
き
た
」

加
納

光

体
験
記

（
文
３
）

今
年
度
か

ら

ス
タ
ー
ト

「
科
学
と
メ
デ
ィ
ア
」

「
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」

▲ 「科学とメディア」で講義する上田俊英

朝日新聞社編集委員

▶

専
大
側
は
板
坂
教
授
の

進
行
で
授
業
を
展
開

▲

合
同
授
業
で
は
ス
ク
リ

ー
ン
に
お
互
い
の
様
子

が
映
し
出
さ
れ
る
（
右

が
輔
仁
大
学
の
模
様
）

（４）２０１４年（平成２６年）８月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５２７号


